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 (１)　教会から離れた人に対して
　　　　種々の理由で教会に来られない人、信仰的にか、家庭の事情か、健康状態によるものかなどの

実態把握が必要である。また合同ミサの場合、他の小教区聖堂への移動困難な人にどう対処する

か、協力態勢の整備。

 (２)　青少年の育成

　　　　小教区ごとに初聖体や堅信の秘跡を受ける子供たちの教育を修道者や信徒によって実施、

ブロックとして子供の教育の委員会がイニシアチブをとって合同での夏の研修会の開催をしているが、さらなる充実を目指す。

小学高学年や中学生の育成は教育離れの問題などで不可能のように言われているが、大きな

祝日や聖週間のような家族単位で参加する場合に教会に来ている、できるだけ侍者をしてもらう。

その時、たとえ10分でも信仰教育の時間を作るようにする。蓄積を大切にする。

 (３)　信徒教育・育成

　　　　教えることは学ぶこと、信徒による学習会や秘跡を受ける人の教育、結婚講座などができる人と、

　　　幅広く人材を養成する必要がある。

 (４)　社会とともに歩む教会

　　　　社会とどうかかわっていくか。ブロックとして、合同ミサの献金は路上生活者の支援や自然災害、

レイテ島の地滑り被害地支援のために送る。

　古切手の収集による海外医療への協力、盲導犬育成の募金と、路上生活者の方々のための

援助、古布を集めおむつを作成して病院や施設に寄付などを行なっている。

　バザーの開催で海外・国内の支援を必要とする団体に寄付する。

　今後とも社会とのかかわりを充実させていく。
